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史跡等における歴史的建造物の復元に関する基準 

平 成 ２７ 年 ３ 月 ３０日 

史跡等における歴史的建造物の復元の取扱いに

関する専門委員会 

本委員会は、史跡等における歴史的建造物の復元に関する基準について、以下のとおり定

める。 

 

１． 定義 

「歴史的建造物の復元」とは、今は失われて原位置に存在しないが、史跡等の保存活用

計画又は整備基本計画において当該史跡等の本質的価値を構成する要素として特定された

歴史時代の建築物その他の工作物の遺跡（主として遺構。以下「遺跡」という。）に基づき、

当時の規模（桁行・梁行等）・構造（基礎・屋根等）・形式（壁・窓等）等により、遺跡の

直上に当該建築物その他の工作物を再現する行為をいう。 
 
２． 基準 

歴史的建造物の復元が適当であるか否かは、具体的な復元の計画・設計の内容が次の各

項目に合致するか否かにより、総合的に判断することとする。 

（１） 基本的事項 

ア． 当該史跡等の本質的価値の理解にとって有意義であること。 
イ． 当該史跡等の本質的価値を理解する上で不可欠の遺跡の保存に十分配慮したもので

あること。 
ウ． 復元以外の整備手法との比較衡量の結果、国民の当該史跡等の理解・活用にとって

適切かつ積極的意味をもつと考えられること。 
エ． 保存活用計画又は整備基本計画において、当該史跡等の保存管理・整備活用に関す

る総合的な方向性が示され、歴史的建造物の復元について下記の観点から整理されて

いること。 
① 復元の対象とする歴史的建造物の遺跡が史跡等の本質的価値を構成する要素とし

て特定されていること。 
② 当該史跡等の歴史的・自然的な風致・景観との整合性が示されていること 
③ 復元後の管理の方針・方法が示されていること 

（２） 技術的事項 

ア． 次の各項目に照らし、復元する歴史的建造物の遺跡の位置・規模・構造・形式等

について十分な根拠があり、復元後の歴史的建造物が規模・構造・形式等において高

い蓋然性をもつこと。 
① 発掘調査等による当該歴史的建造物の遺跡に関する資料等 

② 歴史的建造物が別位置に移築され現存している場合における当該建造物の調査資
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料 

③ 歴史的建造物が失われる前の調査・修理に係る報告書・資料等 

④ 歴史的建造物の指図・絵画・写真・模型・記録等で、精度が高く良質の資料（歴

史的建造物が失われた時代・経緯等によって、復元に求めるべき資料の精度・質

に違いがあることを考慮することが必要） 

⑤ 歴史的建造物の構造・形式等の蓋然性を高める上で有効な現存する同時期・同種

の建造物、又は現存しない同時期・同種の建造物の指図・絵画・写真・模型・記

録等の資料 

イ． 原則として、復元に用いる材料・工法は同時代のものを踏襲し、かつ当該史跡等の

所在する地方の特性等を反映していること。 

（３） 配慮事項 

１． 歴史的建造物の構造及び設置後の管理の観点から、防災上の安全性を確保すること。 
２． 復元のための調査の内容、復元の根拠、経緯等を報告書により公開するとともに、

その概要を復元後の歴史的建造物の内部又はその周辺に掲出すること。特に復元に係

る調査研究の過程で複数の案があった場合には、他の案の内容、当該案の選択に係る

検討の内容、復元の内容等を必ず記録に残し、正確な情報提供に支障が生じないよう

にすること。 
 

３． その他 

外観を復元しつつ、屋内の利活用の観点から内部の意匠・構造を変更して、建築物その

他の工作物を遺跡の直上に再現する行為を「歴史的建造物の復元的整備」という。 
史跡等の保存活用計画又は整備基本計画において、復元的整備を行うこととされた歴史

的建造物についても、本基準を参考としつつ、当該史跡等の本質的価値の継承及び理解促

進の観点から検討を行うこととする。 


